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7月
15日（

金
）、
南
三
原
小
学
校（
岡
野
英
貴
校
長
）で
は
、

6年
生
が
救
急
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

表
紙
写
真
詳
細
は
6Ｐ

特
集
　
災
害
に
備
え
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奨
学
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の
新
規
貸
付
者
募
集

エ
コ
☆
ニ
ュ
ー
ス
 N
o.103  環

境
標
語
募
集
   

市
政
懇
談
会
の
開
催
   

健
康
だ
よ
り
　
食
中
毒
予
防

農
地
中
間
管
理
事
業

新
シ
リ
ー
ズ
　
め
っ
け
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ぁ
!!お
ら
が
の
文
化
財
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特 集

災
害
に
備
え
る

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は
防
災
週
間

　

地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
の
発
生
に
備
え
、
日
頃
か
ら
自
分
の

身
を
守
る
た
め
の
準
備
と
心
構
え
が
大
切
で
す
。

　

災
害
情
報
の
入
手
方
法
や
避
難
場
所
な
ど
を
知
り
、
自
分
た
ち
の

「
防
災
力
」を
高
め
ま
し
ょ
う
。　

非
常
持
ち
出
し
品
と
非
常
備
蓄
品
に
つ

い
て
、
緊
急
時
を
想
像
し
な
が
ら
、
前
も
っ

て
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品

・
携
帯
用
飲
料
水

・ 

食
品（
カ
ッ
プ
め
ん
、
缶
詰
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

・
貴
重
品（
通
帳
、
印
鑑
、
現
金
な
ど
）

・ 

救
急
用
品（
三
角
巾
、
絆
創
膏
、
は
さ
み
、

消
毒
液
、
か
ぜ
薬
な
ど
の
常
備
薬
な
ど
）

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
災
ず
き
ん

・
軍
手（
厚
手
の
手
袋
）

・
懐
中
電
灯

・
衣
類（
セ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
類
）

・
下
着

・
毛
布

・
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
電
池

・ 

マ
ッ
チ
、
ろ
う
そ
く（
水
に
ぬ
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
で
く
る
む
）

・ 

使
い
捨
て
カ
イ
ロ

・ 

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・ 

筆
記
用
具（
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
な
ど
）

※
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
家
庭
は
…

・ 

粉
ミ
ル
ク
、
哺
乳
瓶
、
紙
お
む
つ
な
ど

※
現
在
、
薬
を
使
っ
て
い
る
人
は
…

・ 

お
薬
手
帳
な
ど
の
薬
の
内
容
が
わ
か
る
も
の

非
常
備
蓄
品（
１
人
分
）

・ 

飲
料
水　

９
リ
ッ
ト
ル（
３
リ
ッ
ト
ル
×
３

日
分
）

・
ご
飯（
ア
ル
フ
ァ
米
）　

４
〜
５
食
分

・
ビ
ス
ケ
ッ
ト　

１
〜
２
箱

・
板
チ
ョ
コ　

２
〜
３
枚

・
乾
パ
ン　

１
〜
２
缶

・
下
着　

２
〜
３
組

・ 
衣
類　

ス
ウ
ェ
ッ
ト
上
下
、
セ
ー
タ
ー
、

フ
リ
ー
ス
な
ど

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
家
族
な
ど
と
の
安

否
確
認
の
電
話
が
大
量
に
殺
到
し
、
県
内
で

も
電
話
が
繋
が
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
災
害
の
発
生
時
で
も
家
族
や
知

人
と
の
安
否
確
認
や
避
難
先
の
連
絡
な
ど
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎
月
１
日
と

15
日
、
正
月
三
が
日
、
８
月
30
日
か
ら
９
月

５
日（
防
災
週
間
）、
１
月
15
日
か
ら
21
日

（
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
）に
体
験
利

用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
家
族
や
知
人
と
の
安
否
確
認
方
法
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど
の
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被
災
地
の
人
が

「
１
７
１
」の
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、

自
宅
の
電
話
番
号
あ
て
に
音
声
に
よ
る
安
否

情
報
を
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
話
番
号

を
知
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
全
国
か
ら
再

生
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、
Ｐ

Ｈ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
利
用
で
き
ま

す
。

伝
言
の
録
音
方
法

① 「
１
７
１
」に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す（
音
声
案

内
が
流
れ
ま
す
）。

②
録
音
す
る
に
は「
１
」を
ダ
イ
ヤ
ル
。

③ 

自
宅
の
市
外
局
番
か
ら
の
電
話
番
号
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
録
音
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う

災
害
発
生
時
に
は
災
害
伝
言

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

イメージ

嶺南中学校で実施
された起震車体験
搭乗（丸山地域づ
くり協議会事業）
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災害に備える特
集

伝
言
の
再
生
方
法

① 「
１
７
１
」に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す（
音
声
案

内
が
流
れ
ま
す
）。

②
再
生
す
る
に
は「
２
」を
ダ
イ
ヤ
ル
。

③ 

安
否
を
確
認
し
た
い
相
手
の
市
外
局
番
か

ら
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
っ
て
再
生
し
ま
す
。

災
害
用
伝
言
板

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど
の
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
時
に
、
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
使
い
、
自

身
の
安
否
情
報
を
文
字
で
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
、
電
話
番
号
を
も
と
に
全
国
の
携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
登
録
さ
れ
た
安
否
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伝
言
の
登
録
方
法

① 

メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
災
害
用

伝
言
板
を
選
択
。

②「
災
害
用
伝
言
板
」の
中
の
登
録
を
選
択
。

③ 

次
の
４
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
該
当
す
る
も

の
に

チ
ェ
ッ
ク
。

　

□
無
事
で
す
。

　

□
被
害
が
あ
り
ま
す
。

小中学校一斉避難訓練

　

□
自
宅
に
い
ま
す
。

　

□
避
難
所
に
い
ま
す
。

④ 

任
意
の
コ
メ
ン
ト
を
入
力（
１
０
０
文
字

以
内
）し
登
録
を
選
択
。

　
（
コ
メ
ン
ト
の
例
）：
今
、
家
族
全
員
で
○

○
小
学
校
に
い
ま
す
。

伝
言
の
確
認
方
法

① 

メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
災
害
用

伝
言
板
を
選
択
。

②「
災
害
用
伝
言
板
」の
中
の
確
認
を
選
択
。

③ 

安
否
情
報
を
確
認
し
た
い
人
の
携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
番
号
を
入
れ
、
検
索
を
選

択
。

④ 

伝
言
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と
、
一
覧
が
表

示
さ
れ
る
の
で
、
確
認
し
た
い
安
否
情
報

を
選
択
。

安
否
情
報
ま
と
め
て
検
索「J- anpi

」

　
「
電
話
番
号
」ま
た
は「
氏
名
」を
入
力
す
る

こ
と
で
、
各
通
信
会
社
が
提
供
す
る
災
害
用

伝
言
版
、
各
企
業
・
団
体
が
提
供
す
る
安
否

情
報（
テ
キ
ス
ト
情
報
）を
一
括
で
検
索
し
、

結
果
を
ま
と
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
安
否
情
報
の
検
索
は
、
パ
ソ
コ

ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
可
能
で
す
。

﹇J- anpi

の
検
索
ペ
ー
ジ
﹈

http://anpi.jp/

　

消
防
防
災
課　

☎
33
―
１
０
５
２

広域避難所一覧　(防災備蓄倉庫が完備)

施設名称 所　在　地 対応災害 海抜 (m)
富浦1 富浦体育館 富浦町青木71 地・洪・土 9.2

富浦2 富浦小学校 富浦町原岡931 地・洪・土
体3.3
校 9.3

富浦3 富浦子ども園 富浦町深名710 地・洪・土・津 20.6
富浦4 富浦中学校 富浦町青木249-1 地・洪・土 12

富浦5 大房岬自然の家 富浦町多田良
1212-23 地・洪・土・津 73

富山1 富山公民館 久枝327 地・洪・土 10.6
富山2 旧富山小学校体育館 市部250 地・洪・土 12.4
富山3 富山小学校／中学校 合戸22-1 地・洪・土・津 29.1
富山4 平群体育館 平久里中220 地・洪・津 65
三芳1 三芳小学校 谷向150 地・洪・土・津 19.5
三芳2 三芳中学校 本織60 地・洪・土・津 18.9

三芳3 三芳農村環境改善
センター 谷向109-1 地・洪・土・津 18.1

白浜1 白浜小学校 白浜町白浜3061 地・洪・土・津 16.9
白浜2 白浜中学校 白浜町滝口5580-57 地・洪・土・津 16.3
千倉1 千倉総合運動公園 千倉町川戸544－ 8　 地・洪・土・津 71
千倉2 千倉七浦体育館 千倉町大川638 地・洪・土・津 15
千倉3 千倉忽戸体育館 千倉町忽戸250 地・洪・土・津 14
千倉4 千倉子ども園 千倉町南朝夷1400　 地・洪・土・津 15.6
千倉5 千倉小学校 千倉町瀬戸1616 地・洪・土・津 24.5
千倉6 千倉中学校 千倉町北朝夷630 地・洪・土・津 20
丸山1 南小学校 沓見98－1 地・洪・土 12
丸山2 嶺南中学校 沓見2705 地・洪・土・津 29

丸山3 子育て支援センター
ほのぼの 珠師ヶ谷 1289－ 13 地・洪・土・津 32

丸山4 丸山公民館・
丸山児童体育館 岩糸2489 地・洪・土・津 23

和田1 和田小学校 和田町仁我浦8－1 地・洪・土・津 体21.9
校 16.8

和田2 南三原小学校 和田町下三原360 地・洪・土 8
和田3 嶺南中学校和田校舎 和田町海発1602 地・洪・土 9
和田4 自然の宿「くすの木」 和田町上三原1246 地・洪・津 75

和田5 北三原　多目的研修集
会施設 和田町黒岩386-1 地・洪・土・津 17
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市
に
は
、
法
務
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
17
人

の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
７
月
１
日
付

け
で
５
人
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
各
地
区
で
人
権
相

談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
家
庭
内
で
の
悩
み

事
や
い
じ
め
、
差
別
な
ど
で
お
悩
み
の
人

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

７
月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
た
委
員（
順

不
同
・
敬
称
略
）

増
え
る
ご
と
に
、
38
万
円
ず
つ
加
算
し
て

く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

　
　

☎ 

36
―
１
１
５
３

　

市
民
課　

☎
33
―
１
０
５
１

　

８
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も
医
療
費

　

助
成
受
給
券
を
交
付
し
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員

５
人
を
委
嘱

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
の
有
効
期

限
は
７
月
末
日
で
す
。
新
し
い
受
給
券
を
郵

送
し
ま
し
た
。
古
い
受
給
券
は
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
中
の
所
得
額
が
、
次
表

の「
所
得
制
限
限
度
額
」を
超
過
す
る
人
は
平

成
28
年
８
月
１
日
か
ら
の
受
給
券
が
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
（
※
今
後
、
所
得
制
限
限
度
額
超
過
に
よ

り
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
、
所
得
制
限

内
と
な
り
、
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
に
は
、
改
め
て
受
給
資
格
の
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。）

　

な
お
、
受
給
券
交
付
後
に
、
所
得
額
や
市

民
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
受
給

資
格
や
自
己
負
担
額
が
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
申
告
後
の
交
付
に
な
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

基
本
的
に
は
所
得
額
で
助
成
対
象
か
ど
う

か
を
判
断
し
ま
す
。
収
入
額
は
目
安
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

扶
養
人
数
が
５
人
を
超
え
る
場
合
は
１
人

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 収入額の目安（万円）

０人 622.0 833.3

１人 660.0 875.6

２人 698.0 917.8

３人 736.0 960.0

４人 774.0 1002.1

５人 812.0 1042.1

新任

　

伊
藤　

惠
友　
　
（
富
山
地
区
）

新任

　

岩
波　

正
弥　
　
（
丸
山
地
区
）　

再任

　

吉
田　

孝
道　
　
（
千
倉
地
区
）

再任

　

寺
澤　

精
一　
　
（
千
倉
地
区
）

再任

　

浅
野　

良
一　
　
（
千
倉
地
区
）

【所得制限限度額表】
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　市では、経済的な理由などにより、高校や大学な
どへの進学が困難な人に対して無利子で学資の貸付
を行っています。毎年３月ごろに10人前後の方から
貸付の申請がありますが、大学などの入試スケ
ジュールの多様化や、受験を予定している申請者の
資金計画の見通しなどの観点から、今年度よりセン
ター試験前と、年度末の２回に分けて募集を行うこ
ととしました。
一次募集（センター試験前募集）の流れ
• ８月募集開始（広報紙、ホームページなど）
• 10月末を締切とし、11月初旬に審査
•結果を仮決定扱いとし申請者に速やかに通知
•  ３月末までに申請者から進学先を確認し、本決定
を通知
•  新年度（４月）より貸付を開始

二次募集（年度末募集）の流れ
•  ２月募集開始（広報紙、ホームページなど）
•  ５月中旬を締切とし、下旬に審査
•  結果を申請者に速やかに通知
•  ６月より貸付開始（申請のあった日付を基に遡って
貸付）

　申請条件や貸付内容については従来通りです。

＜申請条件＞
•  南房総市に住所を有し、引き続き１年以上居住し
ている人または同市に住所を１年以上居住してい
る人の子弟であること
•  学業成績優秀な品行方正で心身強健な人
•  経済的理由により修学困難な者または学費支出の
困難な世帯の子ども

＜貸付金額＞
　高校生などは月額２万円以内、大学生などは月額
４万円以内です。
　さらに大学生などは入学時の１回に限り入学支度
金最大30万円を別途貸付できます。
　高校生などに中等教育学校の後期課程、高等専門
学校並びに専修学校の高等課程を含みます。
　また、大学生などに専修学校の専門課程、短期大
学並びに大学院を含みます。
＜貸付期間＞
　正規の修学期間とします。
　例えば、４年生の学校であれば期間は４年間です。
医療薬学系の場合はその修学期間の長さに応じて、
例えば５年または６年となります。
　留学や病気などにより休学する場合は一時的に貸
付を停止し、復学した時点で再開します。

平成29年度奨学金の新規貸付者募集

＜貸付方法＞
　毎月20日（休日等の場合は金融機関の前営業日）に
当該月分を指定の口座にお振込みします。
＜返還方法＞
　貸付期間が終了した後、１年間の猶予期間があり
ます。
　その後、貸付の２倍の期間で返還（市役所または金
融機関窓口納付）します。
　返還利息は無利子ですが、遅延があった場合はこ
の限りではありません。
＜申請方法＞
　次の書類をご提出ください。
•  奨学資金貸付申請書　※１
•  調査書　※２
•  連帯保証人の印鑑証明証　※３
•  世帯員で収入のある人全員の所得証明書　※４
•  入学通知または在学証明書
※１ 　様式の取得については教育総務課に問い合わ
せてください

※２ 　卒業予定または卒業した学校が発行する評定
平均が記載された書類

※３ 　連帯保証人は２人で、それぞれ身元が確実で
あり、独立の生計を営む60歳未満の成年者とし、
申請人が未成年の場合、１人は必ず当該親権者
または後見人とします

※４ 　源泉徴収票や確定申告書の写しまたは納税証
明書

＜他の奨学資金制度の紹介＞
　市の奨学金は日本学生支援機構など他の制度と併
用して貸付を受けることができます。
　また、市ではほかにも目的や用途に応じていくつ
かの奨学金制度があります。
•  南房総市看護師等修学資金
•  南房総市再チャレンジ奨学金
　教育総務課　☎４６－２９６１

一般的な大学入試と奨学金募集決定スケジュール

月 入試 新（一次募集） 新（二次募集）
8月 募集開始
9月 センター出願
10月 私立AO入試
11月 私立推薦試験 審査会・仮決定
12月
1月 センター試験
2月 私立入試 募集開始
3月 公立入試 本決定
4月 入学 貸付開始
5月 審査会・決定
6月 貸付開始
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た
め
に
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
、
会
議
室
に
は
ベ
ッ
ド

を
設
置
、
調
理
室
周
辺
は
食
堂

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

㈱
Ｒ
．
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
で
は
、
３

年
後
に
１
万
人
の
宿
泊
利
用
者
を
目
指

し
て
お
り
、
丹
埜
社
長
は「
集
客
を
増

や
し
、
で
き
る
だ
け
長
い
期
間
施
設
を

運
営
し
て
い
き
た
い
。」と
し
て
い
ま

す
。

　

施
設
が
空
い
て
い
る
場
合
は
、
一
般

利
用
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

　
　

☎
28
―
５
１
０
１

　

生
涯
学
習
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
３

　

白
浜
地
区
の
活
性
化
施
設「
花
の
情
報

館
」の
駐
車
場
に
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な

ど
の
車
中
泊
専
用
の
有
料
駐
車
場
を
整

備
し
、「
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク 

南
房
総
・
白
浜
」と

し
て
７
月
13
日（
水
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

24
時
間
利
用
が
可
能
な
ト
イ
レ
、
外

今月の表紙
　
　7月15日（金）、南三原小学校（岡野英貴校長）では、
6年生13人が救急法について学びました。
　館山消防署和田分遣所の職員を講師に、人口呼吸
や心臓マッサージ、AEDを使った心肺蘇生法につい
て学びました。
　対象者の発見から周辺の安全確認、救急車手配や
AEDを持ってきてもらう協力依頼、心肺蘇生という
一連の流れを身に付けました。

　

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
は
今
年
３
月

か
ら
㈱
Ｒ
．
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
に
貸
出
し

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
内
装
工
事
が
終

了
し
、
７
月
12
日（
火
）に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
本
格
的
に
営
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
各
所
に
壁
画
が
施
さ
れ
、
大

ホ
ー
ル
や
会
議
室
に
は
ダ
ン
ス
利
用
の
た

め
の
大
型
鏡
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
旧
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
宿
泊
を
可
能
に
す
る

壁画の前でテープカットする様子

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

車
中
泊
専
用
駐
車
場

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
南
房
総
・
白
浜

が
オ
ー
プ
ン

認定証をもらう嶋田副市長（右）と
日本ＲＶ協会増田会長

外部電源設備

実際に人形を使用して手順を覚えました。

部
電
源
設
備
、
ご
み
処
理
が
行
え
る
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
、
県
内
で
初
め
て（
一
社
）

日
本
Ｒ
Ｖ
協
会（
増
田
浩
一
会
長
）か
ら
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用

し
、
普
通
車
５
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
３
台
分
の
駐
車
場
に
整
備
し

ま
し
た
。
事
前
予
約
制
で
24
時
間

１
５
０
０
円
、
電
源
使
用
は
１
０
０
０
円
の

追
加
料
金
と
な
り
ま
す
。
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７
月
23
日（
土
）に
千
葉
市
の
県
消
防
学

校
で
行
わ
れ
た
、
第
52
回
千
葉
県
消
防
操

法
大
会
で
、
安
房
支
部
代
表
と
し
て
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
に
出
場
し
た
第
５
支
団
第
３
分

団（
千
倉
）が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

県
内
12
の
代
表
消
防
団
が
出
場
し
て
行

わ
れ
、
１
７
８
・
５
点
を
獲
得
し
て
見
事
１

位
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
高
校
生
の
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
日
本

一
を
決
め
る「
第
８
回
全
日
本
ユ
ー
ス
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
選
手
権
大
会
」が
こ
の
ほ

ど
静
岡
県
下
田
市
で
行
わ
れ
、
南
房
総
市

在
住
の
津
嶋
笑
満
花
選
手
が
２
種
目
で
優

勝
を
果
た
す
な
ど
、
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

全
国
21
チ
ー
ム
か
ら
中
学
、
高
校
生

２
６
１
人
が
出
場
し
、
国
内
の
中
高
生

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
各

種
目
で
真
剣
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

津
嶋
選
手
は
館
山
サ
ー
フ
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
並
み
い
る
強
者
を
退
け
、
ボ
ー
ド

レ
ー
ス
高
校
生
女
子
、
サ
ー
フ
レ
ー
ス
高

校
生
女
子
の
２
部
門
を
制
覇
し
、
高
校
生

日
本
一
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

８
月
27
日（
土
）か
ら
28
日（
日
）に
は
、

岩
井
海
岸
で
小
学
生
日
本
一
を
競
う「
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
競
技

会
」が
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
集
う
小

学
生
の
勇
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
日
本
ユ
ー
ス
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
津
嶋

笑
満
花
選
手
が
２
冠

南
房
総
市
消
防
団
が
快
挙
！

県
消
防
操
法
大
会
で

最
優
秀
賞

チーバくんと一緒に記念撮影（保育所園児）

最優秀賞となった第５支団第３分団のメンバー

後列右から３番目が津嶋笑満花選手

　

ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
出
場
し

た
第
３
支
団
第
２
分
団（
三
芳
）は
第
５

位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
の
第
５
支
団
第
３

分
団
は
、
10
月
14
日（
金
）長
野
県
に
て

行
わ
れ
る
第
25
回
全
国
消
防
操
法
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
個
人
賞（
敬
称
略
）

最
優
秀
指
揮
者　

石
井　

洋
一

最
優
秀
２
番
員　

小
鷹　

直
貴

最
優
秀
４
番
員　

渡
辺　

圭
介

　県民の日安房地域実行委員会が主催するチーバくん保育
所等訪問事業として、６月22日（水）にチーバくんが千倉子ど
も園を訪問しました。
　遊戯室でチーバくんを心待ちにしていた子どもたちから
「チーバくん♪」と元気な声で呼び込まれ、インタビューを
したり、握手をしたり楽しい時間を過ごしました。
　チーバくんからキーホルダー、クリアファイル、シール、
手さげ袋がプレゼントされ、大喜びの子どもたちでした。

千倉子ども園にチーバくんが来ました
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柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）と
は
、

骨
折
、
脱
臼
、
ね
ん
ざ
、
打
撲
や
肉
離
れ
な

ど
の
痛
み
に
対
し
て
施
術
を
行
う
専
門
家
で

す
。

　

柔
道
整
復
師
は「
医
師
」で
は
な
い
た
め
、 

施
術
の
行
為
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
手
術
や

薬
の
処
方
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
は
行
え

ま
せ
ん
。

　

整
骨
院
や
接
骨
院
の
施
術
に
は
健
康
保
険

が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
正
し
い
か
か
り
方
を
き
ち
ん
と
理

解
し
、
適
正
に
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

・
外
傷
性
の
ね
ん
ざ
、
打
撲
、
肉
離
れ

・ 

骨
折
・
脱
臼（
応
急
手
当
の
場
合
以
外
は

医
師
の
同
意
が
必
要
）

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合(

全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す)

・ 

単
な
る
肩
こ
り
、
日
常
生
活
に
よ
る
疲
れ

や
筋
肉
疲
労
な
ど

・ 
病
院
や
診
療
所
で
同
じ
対
象
疾
患
に
つ
い

て
治
療
を
受
け
て
い
る
と
き

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
事
項

・
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自
分
で
サ
イ

ン
し
て
く
だ
さ
い
。

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）

の
施
術
を
受
け
る
と
き

・ 

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科
的

要
因
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
医
師
の
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・ 「
つ
い
で
に
他
の
部
分
も
」や「
家
族
に
付

き
添
っ
た
つ
い
で
に
」な
ど「
つ
い
で
」の
利

用
は
保
険
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

療
養
費
は
、
本
来
患
者
が
費
用
の
全
額
を

支
払
っ
た
後
、
保
険
者（
市
役
所
や
健
康
組

合
な
ど
）へ
請
求
し
て
保
険
適
用
分
の
支
給

を
受
け
る「
償
還
払
い
」が
原
則
で
す
が
、
柔

道
整
復
師
の
施
術
に
つ
い
て
は
、
例
外
的

に
、
患
者
が
自
己
負
担
額
分
の
み
を
柔
道
整

復
師
に
支
払
い
、
柔
道
整
復
師
が
患
者
に
代

わ
っ
て
保
険
適
用
分
の
費
用
を
保
険
者
に
請

求
す
る「
受
領
委
任
」と
い
う
方
法
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術

を
病
院
や
診
療
所
な
ど
の
診
療
と
同
じ
よ
う

に
自
己
負
担
分
の
み
を
支
払
う
こ
と
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
柔
道
整
復
師
が

患
者
の
代
わ
り
に
保
険
請
求
を
行
う
た
め
、

施
術
を
受
け
る
と
き
は
、
療
養
費
支
給
申
請

書
に
患
者
の
方
の
サ
イ
ン
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
申
請
書
に
は
、
負
傷
名
や
施
術
内

容
、
施
術
回
数
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た

め
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら
サ
イ
ン
し
て

く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課　

　
　

☎
33
―
１
０
６
０

１

テーマ 交通空白地域における地域住民と共に
つくる持続可能な地域公共交通体系

担当課 総務部企画財政課

団体名 大宮区高齢者そら豆バス運行会　
（福原　好喜　委員長）

事業名 大宮区高齢者そら豆バス運行事業

２

テーマ みんなで学び、みんなで取り組む環境
保全活動（２年目）

担当課 建設環境部環境保全課

団体名 NPO法人南房総エコネット
（前川　鎮男　理事長）

事業名 市民みんなで取り組む環境保全を目指
して（２年目）

３

テーマ

地域と協働で取り組む認知症カフェ～
認知症者とその家族、地域住民、専門
職、誰もが集い交流し楽しめる場の実
現に向けて～（２年目）

担当課 保健福祉部健康支援課

団体名 おたがいさまネットワークまるやま
（實方　堯年　会長）

事業名 おたがい茶
さま
間

　市民と行政による協働のまちづくりを推進
するため、相互理解に基づくモデル的な課題
解決活動として「地域力を育むモデル事業」を
平成21年度から実施しております。今年度の
採択事業は左表のとおりです。
　この事業は、行政が抱えるテーマ（地域課
題）に対して、市民活動団体からの公益的な
事業提案を募集し、審査会での審査を経て、
活動に対する支援をする事業です。
　市民課　☎３３－１００５

３団体が地域力を育む
モデル事業に取り組みます

今年度の採択事業一覧

NPO法人南房総エコネットの生きもの観察会
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市
で
は
子
育
て
中
の
女
性
や
移
住
者
が
仕

事
を
し
や
す
い
環
境
作
り
の
た
め「
ク
ラ
ウ

ド
ソ
ー
シ
ン
グ
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
働
き
方
の
仕
組
み
で

す
。
仕
事
は
デ
ザ
イ
ン
、
記
事
作
成
な
ど
約

１
５
０
種
類
ほ
ど
あ
り
、
時
間
や
場
所
を
選

ば
ず
仕
事
が
で
き
る
た
め
、
子
育
て
中
の
女

性
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー

シ
ン
グ
を
実
践
し
て
い
る
講
師
を
お
招
き

し
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用
方
法
、

初
心
者
や
女
性
が
取
り
組
み
や
す
い
記
事
作

成
の
実
践
を
学
び
ま
す
。

と
き　

①
10
月
13
日（
木
）

②
10
月
27
日（
木
）

③
11
月
10
日（
木
）

④
11
月
24
日（
木
）

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

後
２
時
ま
で（
途
中
30
分
休
憩
含
む
）

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁　

別
館
１
大
会
議
室

対
象
者　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
を
活
用
し

て
仕
事
を
し
た
い
人
で
、
セ
ミ
ナ
ー
４
回
全

　

８
月
26
日（
金
）、
千
葉
県
南
総
文
化

ホ
ー
ル
の
小
ホ
ー
ル
に
て
、「
マ
コ
ト
に
愉

快
な
仲
間
た
ち
」（
藤
原
歌
劇
団
テ
ノ
ー
ル

田
代
誠
と
そ
の
門
下
生
）の
夏
合
宿
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

２
０
０
１
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
マ

コ
ト
に
愉
快
な
仲
間
た
ち
」に
よ
る
創
作

民
話
お
ぺ
ら
。「
創
作
民
話
お
ぺ
ら
」と
は
、

市
に
伝
わ
る
民
話
を
元
に
、
安
房
の
子
ど

も
達
の
為
に
新
し
く
作
り
直
し
た
も
の
で

す
。
日
本
語
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し

て
、
あ
え
て『
お
ぺ
ら
』と
、
ひ
ら
が
な
表

記
に
な
っ
て
い
ま
す
。

時
間
と
場
所
を
選
ば
な
い
働
き
方

「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

昨年度の様子

て
受
講
で
き
る
人

募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用
方
法

お
よ
び
記
事
作
成
の
実
践

参
加
費　

無
料

託
児　

１
回
５
０
０
円

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
９
月
９
日（
金
）ま
で
に
商
工
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
の
後
、「
私
の
好
き
な

南
房
総
３
選
」と
い
う
テ
ー
マ
で
４
０
０
字

以
内
の
記
事
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

（
課
題
の
提
出
方
法
は
申
込
の
後
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）申
込
書
は
商
工
課
、
朝
夷
行
政

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
配
付

す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

商
工
課

　
　

☎
33
―
１
０
９
２

平
成
28
年
度「
南
房
総
市
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
」

第
１
公
演　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

第
２
公
演　

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

【
内
容
】

『
華
狐
』

　

南
房
総
市
乙
浜
、
白
間
津
地
区
に
広
が

る
ま
ま
っ
原（
現
お
花
畑
）に
伝
わ
る
民
話

か
ら
の
創
作
。

　

ソ
ロ（
独
唱
）、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
重
唱
）

を
加
え
て
、
現
役
音
大
生
、
既
に
ソ
リ
ス

ト
と
し
て
プ
ロ
の
活
動
を
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
達
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
マ
イ
ク
な

し
の
声
で
歌
い
、
演
技
し
、
堪
能
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

【
対
象
】

　

市
内
各
小
学
校
６
年
生
児
童
お
よ
び
職

員
・
一
般
希
望
者

※ 

入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も
鑑
賞

は
自
由
で
す
。
た
だ
し
、
席
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
教
育
課　

　
　

☎
46
―
２
９
６
６
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　ごみの減量化や地域の自然環境や地球環境を守ることについて、１人でも多くの人が環境保全に対
する理解と関心を深め、積極的に環境保全活動や省エネ活動を行う意欲を高めていくことを目的とし
て、南房総市では毎年、環境標語を募集しています。
対　　象　中学生以上の市民、市内に在勤・在学している人
内　　容　自然環境、地球温暖化、ごみ問題、大気・水環境など、環境問題や環境保全に関するもの
期　　限　９月１日（木）まで（必着）
応募方法　 下の応募用紙または任意の様式に必要事項を記入し、環境保全課、朝夷行政センターま

たは各地域センターにお持ちいただくか、ファクス、電子メール、郵送（官製はがき可）で
送ってください。応募は１人１点で、未発表作品に限ります。

　　　　　※必要事項の記入がない場合は、審査の対象となりません。
　　　　　※ 応募者の個人情報は、作品の審査と結果発表などを行うために使用し、目的以外には

使用しません。
表彰・作品発表　最優秀賞　１点、　優秀賞　３点、　優良賞　５点
　　　　　　　　入賞者には、表彰状と副賞を差し上げます。
　　　　　　　 　入賞者の発表は、個人に通知するとともに、広

報紙などで公表します。
　　　　　　　 　入賞作品は、「エコ★ニュース」や「エコライフカレ

ンダー２０１７年版」に掲載するほか、公共施設に
展示するなど、環境保全活動に広く活用します。

応募・問い合わせ　〒299-2492　南房総市富浦町青木28番地
　　　　　　　　　南房総市役所　環境保全課
　　　　　　　　　☎ ３３―１０５３　　ＦＡＸ ２０―４５９７
　　　　　　　　　電子メール　kankyo@city.minamiboso.chiba.jp

環境標語を募集します

切 り 取 り 線

　　平成２8年度　環境標語コンテスト　応募用紙　
ふりがな

氏 名

住 所

電話番号
（平日昼間の連絡先） 　　　　　－ 年 齢 歳

標 語

標語の内容説明
（理由）

（平成28年9月1日締切）

【今月の環境標語】

平成 27年度環境標語コンテスト　優良賞
三芳中学校２年　杉田　理佳奈　さんの作品
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＊お住まいの地域以外の開催場所への参加も可能です。　 　秘書広報課　☎３３－１００２

　市政の現状をご説明し、市政運営について、あ
らためて皆さんと話しあう場として、市政懇談会
を開催します。
　日程は次のとおりです。ぜひご参加ください。

 

申込期限　９月15日（木）まで
申込方法　 市ホームページから『環境啓発冊子広告掲載申込書』を入手して必要事項を記入し、添付

書類を添えて環境保全課に提出してください。

広告掲載規格など

事業者の皆さんへ 有料広告募集 エコライフ★カレンダー

掲載位置 カレンダーの日付ページの下部

枠の大きさと掲載枠数 1号広告　縦30ミリメートル×横270ミリメートル　12枠以内
2号広告　縦30ミリメートル×横130ミリメートル　24枠以内

掲載料金 1号広告　1枠　5,000円、2号広告　1枠　2,500円
作成部数 4,500部
カレンダーの配布対象者 市内小・中学生および希望する市民へ配布します。

地　域 と　き ところ

富　山 　9月26日（月)

19:00 ～

富山公民館

白　浜 10月　7日(金) 白浜コミュニティセンター

丸　山 10月11日(火) 丸山公民館

富　浦  10月12日(水) 市役所別館 1　大会議室

三　芳 10月17日(月) 三芳農村環境改善センター

千　倉
七　浦
忽　戸
朝　夷

10月19日(水) 千倉漁村センター

千　倉 健　田 10月21日(金) 千倉保健センター

和　田 10月24日(月) 和田コミュニティセンター

皆さんの意見を伺います皆さ皆さ

市内８会場で市政懇談会を開催

皆さんの意見を伺います
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児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
事
業
の

手
続
き
は
８
月
中
に

期
限
を
過
ぎ
る
と
手
当
や
助
成

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
現

況
届
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
医
療
費
な
ど

の
助
成
を
受
け
て
い
る
人
は
資
格
申
請
書
の

提
出
が
毎
年
必
要
で
す
。
７
月
末
現
在
の
該

当
者
に
通
知
し
ま
し
た
の
で
、
８
月
中
に
社

会
福
祉
課(

三
芳
分
庁
舎)

、
市
民
課
、
朝
夷

行
政
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　

※ 

右
記
の
３
カ
所
の
み
で
受
付
を
行
い
ま

す
。

※ 

期
限
内
に
提
出
し
な
い
場
合
、
８
月
分
以

降
の
手
当
や
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

父
か
母
が
い
な
い
家
庭
、
父
か
母
が
一
定

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
な
ど
で
児
童
を

監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
期
間　

　

児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末（
３
月

31
日
）ま
で　

※
児
童
の
心
身
に
基
準
以
上

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な

る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
開
始
時
期

　

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
る
と

申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額

　

受
給
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年

（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
認
定
請
求
す
る
場

合
は
前
々
年
）の
所
得
額
に
よ
り
全
部
支
給
、

一
部
支
給
、
支
給
停
止
を
決
定
し
ま
す
。

全
部
支
給　
　
　
　
　
　

４
万
２
３
３
０
円

一
部
支
給　
　
　
　
　
　

９
９
９
０
円
か
ら

４
万
２
３
２
０
円

子
の
加
算
額　
　
　

第
２
子　

５
０
０
０
円

第
３
子
以
降　

３
０
０
０
円

支
払
時
期

　

毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
に
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
払
日
は
各
支
払
月
の

11
日
で
す
。

※ 

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
繰
り
上
げ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

一
部
支
給
停
止

　

８
月
で
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
人

は
、
手
当
の
２
分
の
１
が
支
給
停
止
に
な
り

ま
す
。

・ 

手
当
を
受
給
し
て
か
ら
５
年
経
過
し
て
い

る
人

・ 

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７
年

経
過
し
て
い
る
人

※  

就
業
し
て
い
る
人
や
障
害
の
状
態
に
あ
る

人
な
ど
は
、
必
要
書
類
を
提
出
す
れ
ば
減

ら
さ
れ
ず
に
手
当
が
受
給
で
き
ま
す
。

対
象
者

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
、
そ
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
が
対
象
で

す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
期
間　

児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度

末（
３
月
31
日
）ま
で

※   児
童
の
心
身
に
基
準
以
上
の
障
害
が
あ
る

場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で
助
成

さ
れ
ま
す
。

助
成
開
始
時
期

　

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
る
と

申
請
し
た
日
か
ら
助
成
が
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

助
成
額

　

保
険
診
療
分
医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担

分
で
、
次
の
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。　
　
　

通
院
・
調
剤
の
場
合

　

１
か
月
、
１
医
療
機
関
で
自
己
負
担
額

１
０
０
０
円
を
超
え
た
額

入
院
の
場
合

　

保
険
診
療
分
医
療
費
全
額
。

　
（
食
事
代
な
ど
は
助
成
対
象
外
）

※ 

高
額
療
養
費
、
付
加
給
付
金
、
そ
の
他
の

制
度
か
ら
給
付
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
額

を
除
い
た
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

支
払
時
期　

　

申
請
月
の
翌
々
月
の
25
日

※ 

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
繰
り
上
げ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
高
額
療
養
費
な
ど
に
該

当
す
る
場
合
は
、
そ
の
支
給
決
定
を
待
っ

て
か
ら
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課
に
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

を
配
置
し
、「
子
育
て
や
生
活
の
支
援
」「
就
業

支
援
」「
生
活
資
金
な
ど
の
貸
付
相
談
」な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

社
会
福
祉
課　

☎
36
―
１
１
５
３

児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
等
助
成
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
支
援
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障
害
児
福
祉
手
当　
精
神
や
身
体
に
重
度

の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
障
害
児
に

支
給
し
ま
す
。

対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
医
師
の
診
断
書
で
判
断
し
ま
す
。　
　

①
重
度
の
障
害（
注
）が
１
つ
以
上
あ
る
人

②
次
の
障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
人

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
の
個
別
等
級
が
２
級

（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・
体
幹
）、

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
の
１

③ 

前
記
に
該
当
し
な
い
人
で
、
医
師
の
診
断

書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
、
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
公
的
給
付
を
受
け
て
い
る

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額（
月
額
）　　

１
万
４
６
０
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当　
精
神
や
身
体
に

重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
育
て
て
い
る
父
母
ま
た
は
、
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
し
ま
す
。

対
象　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
医
師
の
診
断
書
で
判
断
し
ま
す
。

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
個
別
等
級
が
１
級
か

ら
３
級
ま
た
は
下
肢
障
害
４
級
の
一
部
の

人（
内
部
障
害
を
除
く
）

② 

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
・
Ａ
の
１
・

Ａ
の
２
の
人

③ 
前
記
に
該
当
し
な
い
人（
内
部
障
害
、
精

神
障
害
、
手
帳
未
所
持
な
ど
）で
、
医
師

の
診
断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

支
給
額（
月
額
）

　

１
級（
重
度
障
害
）　　

５
万
１
５
０
０
円

　

２
級（
中
度
障
害
）　　

３
万
４
３
０
０
円

特
別
障
害
者
手
当　
精
神
や
身
体
に
重
度

の
障
害
が
あ
り
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者

に
支
給
し
ま
す
。

対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
医
師
の
診
断
書
で
判
断
し
ま
す
。

①
重
度
の
障
害（
注
）が
２
つ
以
上
あ
る
人

※ 

内
部
障
害（
心
臓
・
呼
吸
器
・
腎
臓
・
肝

臓
・
血
液
）の
重
複
は
１
つ
の
障
害
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
。

② 

重
度
の
障
害
が
１
つ
あ
り
、
他
の
障
害

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
個
別
等
級
が
２

級
、
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
の
１
）

が
２
つ
以
上
あ
る
人

③ 

重
度
の
障
害
が
１
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
日

常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な
人

④ 

障
害
者
手
帳
の
な
い
人
で
、
医
師
の
診
断

書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
、
病
院
お
よ

び
診
療
所
な
ど
に
３
か
月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額（
月
額
） 　
　
　
　

２
万
６
８
３
０
円

重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当　
在
宅
重
度

知
的
障
害
者
、
ね
た
き
り
身
体
障
害
者
ま
た

は
そ
れ
ら
の
人
を
介
護
す
る
人
に
支
給
し
ま

す
。

対
象

①
在
宅
重
度
知
的
障
害
者

　

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
、
Ⓐ
の
１
、

Ⓐ
の
２
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
と
判
定
さ
れ
た

20
歳
以
上
の
在
宅
者
ま
た
は
そ
の
人
を
介
護

す
る
家
族

※ 

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
重
度
と
判
定
さ

れ
た
人
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
ね
た
き
り
身
体
障
害
者

　

自
宅
で
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
ね
た
き
り

で
、
入
浴
、
食
事
、
排
便
な
ど
の
日
常
生
活

に
人
手
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
ま
た
は
、
そ
の
人
を
介
護
す
る
家
族

支
給
額（
月
額
）　　
　
　
　
　

８
６
５
０
円

　

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
が

一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
、
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
８
月
に
、
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
４
月
に
所
得
状
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

（
注
）重
度
の
障
害
…
身
体
障
害
者
手
帳
の
個

別
等
級
が
１
級（
視
覚
・
聴
覚
障
害
は
２
級
ま

で
）、
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
が
１
級

社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係

―

社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係

障
害
福
祉
係

☎☎☎
3636
――
１
１
５
１

１
１
５
１

１
１
５
１

　
障
害
児
対
象（
20
歳
未
満
）

　
障
害
者
対
象（
20
歳
以
上
）

　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
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　食中毒は、飲食店などで食べる食事だけでなく、家庭での食事でも発生しています。食中毒の原因と
なる細菌の多くは、食品中で大量に増えることにより食中毒を起こします。
　家庭での食中毒を防ぐのは、食材を選び、調理する皆さん自身です。
　食中毒予防の３原則「食中毒菌をつけない・ふやさない・やっつける」を守り食中毒を防ぎましょう。　

覚えて防ごう！
　食中毒予防の３原則

１ つけない―清潔・消毒―
●こまめに手を洗う
●肉や魚を触ったら、しっかり手洗い
● 調理前の肉や魚は他の食品と分け
てふたやラップをして保管
●調理器具は清潔に

３ やっつける―加熱―
●中心部までしっかり加熱
● 器具は台所用漂白剤や熱湯で消毒
する
●温め直すときは十分に加熱する

２ ふやさない―迅速・冷却―
●調理後の食品はすぐに食べる
●食品は冷蔵庫に保管する
● 調理前や調理後の食品は、長時間
室温に置かない
●冷蔵庫の温度管理を適切にする

２度洗いが効果的です！

2～9までの手順をくり
返し２度洗いで菌やウイ
ルスを洗い流しましょう。
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白浜浄水場（白浜地区白浜）

髙木会長（左）に諮問書を手渡す石井市長

審議会のようす

すいどうだより
No.11

 水道局　☎ 44－4611

市営水道（富山･白浜･千倉･丸山･和田
地区の水道）についての説明です。

　

７
月
26
日（
火
）に
南
房
総
市
水
道
事
業
経

営
審
議
会(

以
下「
審
議
会
」と
い
う
。）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
審
議
会
委
員
へ
委
嘱
状
の
交

付
を
行
い
、
会
長
、
副
会
長
の
選
出
を
行
い

ま
し
た
。

    

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会
長　
　

髙
木　

幹
男（
市
議
会
議
員
）

副
会
長　

宇
山　

章
人（
学
識
経
験
者
）

委
員　
　

関　
　

壽
夫（
市
議
会
議
員
）

委
員　
　

平
川　

幸
男（
市
議
会
議
員
）

委
員　
　

堀
江　

洋
一（
学
識
経
験
者
）

委
員　
　

青
木　

洋
子（
学
識
経
験
者
）

委
員　
　

三
平　

洋
子（
学
識
経
験
者
）

委
員　
　

宇
山　

久
男（
水
道
使
用
者
）

委
員　
　

池
田　

秀
幸（
水
道
使
用
者
）

委
員　
　

川
名　

浩
司（
水
道
使
用
者
）

　

そ
の
後
、
市
長
よ
り
、「
水
道
料
金
の
改
定

に
つ
い
て
審
議
会
の
意
見
を
伺
い
た
い
」と
、

髙
木
会
長
に
諮
問
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
審
議
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

南
房
総
市
水
道
事
業（
以
下「
市
営
水
道
」と

い
う
。）の
沿
革
と
概
要
に
つ
い
て
、
水
道
局

よ
り
説
明
を
行
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
計
４
回
行
い
、
審
議
結
果
の
答

申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

○ 

諮
問
の
背
景 

　

市
営
水
道
は
、
平
成
18
年
３
月
20
日
の
安

房
７
町
村
合
併
に
よ
り
、
富
山
町
水
道
事

業
、
白
浜
町
水
道
事
業
、
朝
夷
水
道
企
業
団

水
道
事
業
の
３
事
業
体
を
廃
止
・
統
合
し
、

新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
営
水
道
は
、
旧
事
業
体
の
施
設
を
引
き

継
い
で
い
る
た
め
、
浄
水
場
や
配
水
施
設
の

老
朽
化
や
石
綿
管
の
更
新
と
い
っ
た
課
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
技
術
者
の
育
成
、
危
機
管

理
へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
営
水
道
に
お
い
て
、
給
水
人
口

の
減
少
や
経
済
状
況
の
影
響
を
受
け
て
、
水

需
要
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
給
水
収
益
も
減

少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
一
般
会
計
に
お
い
て
も
、
合
併

に
伴
う
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
、
今
年
度
か
ら

段
階
的
に
減
額
と
な
り
、
合
併
特
例
債
の
発
行

も
平
成
32
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
市
営
水
道

は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
た
高
料
金

対
策
補
助
金
の
減
額
を
見
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
水
道
事

業
経
営
を
行
い
、
水
の
安
定
供
給
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
20
％
の
水

道
料
金
の
改
定
を
想
定
し
、
審
議
会
の
意
見

を
伺
う
も
の
で
す
。

　

水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員
紹
介 

南
房
総
市
水
道
事
業
経
営
審
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
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農地中間管理事業を利用しましょう！

　農地中間管理機構（千葉県園芸協会）【以下「機構」という。】を通じて、農地の貸借をおこない、農地の
集積・集約化、農業経営の規模拡大、新規参入などによる農用地などの効率的利用を促進し、農業の
生産性の向上を図る事業です。
　機構が、農地を貸し出したい人（所有者）から農地を預かり、借り受けたい担い手（借受者）へ農地の配
分（貸し出し）を行います。※

　※ 機構は、農地の貸し出し申し込みは受け付けますが、借り受けたい担い手が決まって初めて借り受けをし
ます。

　規模を拡大したい担い手に貸し付ける農業振興地域内の農用地を探しています。「農業からのリタイアを考え

ている」、「相続した農地の管理に困っている」、「水田をやめて畑に専念したい」などで、貸したい農地がある人

は、南房総農業支援センターまたは機構にお問い合わせください。

　機構が農地の受け手を探します。また、賃料の徴収、支払いは機構が行います。

　希望する受け手がいる場合もご相談ください。

　地域の農地の一定割合（２割超）を、機構に貸す場合や個人が一定の要件を満たす場合、協力金の交付が受

けられる場合があります（別途市に申請が必要）。

　一般財団法人南房総農業支援センター　☎２８－４５９５
　  公益社団法人千葉県園芸協会　　　　　☎０４３－２２３－３０１１

　農地中間管理事業とは？

　農地の出し手（所有者）を募集中です

出し手
（所有者）

受け手
(担い手)

・農地を貸したい
・経営を縮小せざるを
  得ない
・離農したい

・新たに農地を借りたい
・集約，集積したい
・新規就農したい

経営規模拡大の実現

機構へ
貸し付け

機構から
借り受け

農地中間
管理機構
（千葉県園芸協会）

借り受け

貸し付け

南
房
総
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
み

機
構
の
公
募（
借
受
希
望
者

の
募
集
）に
応
募
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消費生活相談窓口
　市消費生活相談　 ４３００
　10:00～ 15:00
　＊ 来所による相談を週2回、受け付けています。
詳しくは、広報お知らせ版をご覧ください。

　 　 　商工課　 １０９２

　県消費者センター ０４７ ４３４ ０９９９
　 9:00～ 16:30
　＊ 日曜・祝祭日を除く。

　
「
有
料
サ
イ
ト
の
閲
覧
料
金
の
未
納
が
あ

る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
法
的
手
続
き
を
と

る
。」と
い
う
メ
ー
ル
を
送
り
金
員
の
支
払
い

を
求
め
る
、
い
わ
ゆ
る「
架
空
請
求
」は
一
向

に
無
く
な
る
気
配
を
み
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
は
、
現
金
の
送
付
や
銀
行
振
り
込
み
を
求

め
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
と

こ
ろ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
収
納
代

行
シ
ス
テ
ム
を
悪
用
す
る
架
空
請
求
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
詐
欺
業
者
が
消
費
者
に「
支

払
番
号
」を
伝
え
、
コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
で
そ

の
番
号
を
使
っ
て
料
金
を
支
払
わ
せ
る
と
い

う
方
法
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
払
い
を
す
る
前

に
、
そ
れ
が
架
空
請
求
で
な
い
こ
と
を
、
再

度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
、
方
法
が
多
少
変
わ
っ
て
も
、
存
在

し
な
い
未
納
金
を
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
装

う
架
空
請
求
の
本
質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
心
が
ま
え
も
、
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
メ
ー
ル
に
対
し
て

は
、
決
し
て
返
信
し
た
り
、
指
定
番
号
に
電

話
を
か
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

「
コ
ン
ビ
ニ
払
い
」の
前
に
確
認
を

消
費
相
談
窓
口
か
ら

　日本の給食は南房総市に来る前は知らなかった日本の文化です。ALTの友達から給食の話をよく聞いて、
市内の保育所でも食べたことがあります。保育所から中学まで生徒も先生もみんなで同じ昼ご飯を食べるこ
とが面白いと思います。アメリカでは小学校から高校まで学校でスクールランチが買えますが、買わない人も
います。私と弟が小学生から高校を卒業するまでほぼ毎日父が弁当を作ってくれました。唯一の例外は中学
の食堂メニューにピザのある水曜日でした。アメリカの弁当は日本の高校生と大人が食べる弁当とかなり内
容が違います。私の普段の弁当はサンドイッチ、林檎やぶどうなどの果物、ニンジンやセロリスティック、ク
ラッカーと甘いお菓子でしたが、一番好きな弁当は前の日の夜に残っていた冷たいピザでした。
　日本とアメリカの学校での昼ご飯のもう一つの違いは食べる場所です。アメリカの学校はテーブルやイス
が並んでいるカフェテリアがあって、中学まではカフェテリアで食べなければいけません。私の高校はもう少
し楽で、カフェテリアだけではなく、学校の廊下や外で食べる人もいました。私は四年生の時に（日本の高校
三年生）よく友達とマックや公園に昼ご飯を食べに行きました。
　ピザや外食の自由が楽しくても、日本の給食がいいと思います。アメリカのスクールランチより健康に良く
て量がたっぷりで、両親には便利だと思います。アメリカのスクールランチが日本の給食のようだったら、父
の朝はもっと楽だったでしょう！

One part of Japanese culture that I didn
,
t know much about until I came to Minamiboso is the school lunches. I often hear about kyushoku from 

my ALT friends, and have eaten lunch at the local preschools a few times. I think it
,
s interesting how all of the students and teachers eat the 

same lunch from preschool through middle school. In America, school lunch is available from elementary school to high school, but we aren
,
t 

required to eat it. From elementary through high school, my dad made lunch for me and my brother almost every day. The only exception was 
when I was in middle school and we would have pizza once a week on Wednesdays. Home packed American lunches are a lot different than the 
bento that Japanese high schoolers and adults eat. My school lunches usually consisted of a sandwich, fruit such as an apple or grapes, carrot 
or celery sticks, crackers, and a sweet snack, but my favorite lunch to bring to school was left over cold pizza from dinner the night before. 
One other difference between school lunches in Japan and America is the place where students eat lunch. American schools have a cafeteria 
where the food is served with tables and chairs for all of the students eat their lunch. In elementary school and middle school I had to eat in 
the cafeteria, but high school is a little more relaxed. At my high school some people ate in the cafeteria, but we were also allowed to eat in 
the hallways and outside of the schools, but not the classrooms. During the last year of high school, students were allowed to leave school for 
lunch, so my friends and I would often eat our lunch at MacDonald

,
s or the park.

As much as I enjoyed my pizza, I think Japanese school lunches are good. They
,
re a lot healthier and more filling than the lunches typically 

provided by schools in America. If American school lunch was more like Japanese kyushoku, it would have saved my dad a lot of time in the 
mornings!

い
。「
法
的
手
続
き
」と
い
う
言
葉
に
ま
ど
わ

さ
れ
詐
欺
業
者
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
な
い

よ
う
に
ご
注
意
を
。
法
的
手
続
き
は
業
者

の
一
方
的
な
都
合
だ
け
で
進
む
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

に ⑫ 南房総市国際交流員
文・訳　アンナ・ローチ・ハウェル

ご
相
談

く
だ
さ
い

給食

School Lunch
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　 千葉海区漁業調整委員会委員選挙人
名簿登載申請を受け付けます

　 平成28年熊本地震災害義援金の報告

　千葉海区漁業調整委員会委員選挙人名簿は、

毎年９月１日現在で作成されます。

　名簿に登載されるためには、申請が必要です。

申請期間／９月１日（木）から９月５日（月）まで
申請先／市内各漁業協同組合または市選挙管理
委員会（白浜地区は行政連絡員）

　選挙管理委員会　☎３３－１１３１

　平成28年熊本地震災害義援金として、市民課、

朝夷行政センターおよび各地域センター窓口に募

金箱を設置したところ、市民の皆さんから6月30日

現在で1,649,813円をお寄せいただきました。

　お預かりした義援金は、日本赤十字社千葉県支

部を通じて被災地に送金されます。

　皆さんの温かいご支援に感謝するとともに、今後

とも引き続き、ご協力をお願いします。

　社会福祉課　☎３６－１１５１

　 『給食レストラン、』を開催します

　市教育委員会では、平成23年度より、地元で採
れる食材を生かした完全米飯給食を進めています。
　今回の「給食レストラン、」は、和田学校給食セン
ターの給食です。また、県立安房拓心高校調理系列
の３年生が考えたレシピ（１品を予定）を提供いたし
ます。ぜひ、ご賞味ください。
実施期間・会場
とき／９月28日(水)・29日(木)
ところ／南三原小学校２階家庭科室
時間／ 11:30～ 13:00　受付12:40まで
※両日とも限定20食（先着順）
対象／市のご飯給食を味わいたい人なら誰でも可
※食べ終わった人から順次解散
料金／１食 300円
申込方法／子ども教育課に電話で申し込んでくださ
い。
申込期限／開催日の１週間前まで
　子ども教育課　☎４６－２９６６

今月の掲示板
7月27日（水）に実施されました
● 今年度も木質暖房機の導入費用を助成
● クラウドソーシング実践セミナーを開催
● 企業起業家向けＰＲイベントを都内で開催

　7月定例記者会見

資料は、市のホームページでご覧いただけます。
検索南房総市／定例記者会見

クリック

有料広告 有料広告

昨
年
の
教
育
の
日
に
実
施
さ
れ
た「
給
食

レ
ス
ト
ラ
ン
」の
様
子
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昔
、
本
織（
三
芳
）の
宇
戸
の
原
に
、「
七
夕
の
松
」と
呼
ば
れ
た
松
の
木
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
松
は
、
人
が
三
人
掛
か
り
で
手
を
回
し
て
、
や
っ
と
と
い
う
太
い

幹
で
、
枝
を
傘
の
よ
う
に
丸
く
四
方
へ
広
げ
た
、
そ
れ
は
そ
れ
は
立
派
な

姿
で
し
た
。

　

ど
う
し
て
七
夕
の
松
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
、
幾
つ
か
の
伝
説
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
の
お
話
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

昔
む
か
し
の
あ
る
年
に
、
毎
日
の
よ
う
に
雨
が
降
り
続
い
て
、
ど
の
作

物
も
腐
っ
て
し
ま
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
畑
の
土
は
水
分
を
た
く
さ
ん

含
ん
で
柔
ら
か
く
な
り
過
ぎ
、
耕
や
す
事
が
出
来
な
く
な
り
、
百
姓
た
ち

は
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
見
た
延
命
寺
の
お
坊
さ
ん
が
、
百
姓
た
ち
を
助
け
よ
う
と
、
天

気
が
良
く
な
る
よ
う
七
夕
の
星
へ
、
一
生
懸
命
に
祈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。

　

お
陰
で
長
い
雨
が
上
が
り
、
良

い
天
気
が
続
い
た
の
で
、
百
姓
た

ち
は
た
い
へ
ん
喜
び
、
お
礼
に
宇

戸
の
原
に
松
の
木
を
植
え
、
七
夕

の
松
と
呼
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
毎
年
、
七
夕
の
日
が

来
る
と
、
お
祝
い
を
し
て
、
願
い

事
を
書
い
た
短
冊
を
そ
の
松
に
納

め
ま
し
た
。

第 124 話
生稲謹爾

「七夕の松」

・ホームページアドレス　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター )アドレス http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

南房総市の情報はこちらから
南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

入賞者発表／ 11月中旬
　広報・市ホームページにより入賞者および作品を
発表します。
　子ども教育課　☎４６－２９６６

主催　市教育委員会
協賛　市内郵便局

　 第６回「百字で伝える私の想い」
　 作文コンクールを実施

　市教育委員会では、子どもたちの考える力と豊か
な心を育てることを目的に、100字という限られた
文字数で想いを伝える「百字で伝える私の想い」作文
コンクールを実施しています。
　今年度も「ありがとう」をテーマに第６回「百字で
伝える私の想い」の作品を募集します。
　子どもから大人まで誰でも参加できる作文コン
クールです。皆さんからの「ありがとう」の想いが込
められたたくさんの作品をお待ちしています。
テーマ／「ありがとう」
応募期限／９月30日（金）必着
応募作品／百字以内の文章（句読点も文字数に含め
ます。）表現方法自由、未発表・オリジナルの作品に
限ります。
応募方法／便せん（Ａ４程度の用紙）でご応募ください。
　応募作品用紙内に住所・氏名・年齢・職業・電
話番号を明記し、封書で送ってください。
※ 応募作品用紙は、市ホームページからもダウン
ロードできます。
 その他の注意事項／個人情報の取扱いについては、
厳密に管理し、当コンクール以外の目的には使用し
ません。
　応募作品は返却せず、入賞した場合の著作権は
市教育委員会に帰属します。
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～南房総市内の文化財を紹介します～　
⓪
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薬剤師…1名薬剤師…1名

　これまでご愛読いただいた「市民活動団体の紹介」に
代わり、今月から「めっけたぁ !!おらがの文化財」が始ま
ります。このコーナーでは市内各地にある文化財の歴
史や魅力を、毎月わかりやすくお伝えしていきます。
　今回は文化財に関してよくある質問にお答えします。
（本編は来月号からスタートです。）

～プロローグ　文化財ってなに？～

　教育委員会生涯学習課 ☎46－2963

国指定重要無形民俗文
化財
白間津のオオマチ（大祭） 
行事
（千倉・白間津）　

県指定天然記念物
岩井ノ蘇鉄
（富山・竹内）

国指定重要文化財　旧尾形家住宅（丸山・石堂）

市内指定文化財の種類と件数

文化財ってなに？
「長い歴史の中で生まれ、今日まで守り伝えら
れてきた財産」です。市の歴史や伝統を表し
ており、未来に伝えていく必要があります。

Q
A

いくつあるの？
指定文化財（国・県・市が指定した文化財）
だけでも市内に218件あります。
また、これとは別に埋蔵文化財包蔵地（いわ
ゆる遺跡）が441ヵ所あります。

Q
A

どんなものがあるの？
建物や仏像などを想像されると思いますが、
お祭りのような形のないものや遺跡のように
地面に埋まっているものもあります。学術的
価値の高い動植物も対象です。

Q
A

有形 無形
民俗 記念物

計
有形民俗 無形民俗 史跡 天然記念物

国 5 0 0 1 1 0 ７
県 16 0 1 5 2 6 30
市 121 1 4 8 33 14 181
計 142 1 5 14 36 20 218

シリーズ


